
 

平成 30 年度京都市障害者就労支援セミナー 

就労困難者×多様な働き方～ホステル(簡易宿泊所)・大学・ＡＩ/ＩｏＴの就労支援～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度京都市障害者就労支援セミナー 

 

【申込方法】上記の参加申込書に記入のうえ，ＦＡＸまたはメールでお申込みください。 

       メールの方は氏名，企業・団体名，所属，電話番号を必ず記載ください。 

ＦＡＸ 075-251-2940 メールアドレス taqdb717@city.kyoto.lg.jp 
京都市保健福祉局障害保健福祉推進室 (担当 田中) 

Web サイト京都市障害者就労支援推進会議「はたらきまひょ」      ＱＲコードからもアクセスできます。 

http://www.hatarakimahyo.jp/も御覧ください！        

 

  ≪問合せ先≫京都市保健福祉局障害保健福祉推進室 就労支援担当 田中  TEL.075-222-4161 

〒６０４-８００６京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町３９４番地 Y・J・K ビル３階 

 

ＦＡＸ送信先 075-251-2940 ※メール申込みも可 

◆申込期日◆ 

平成３０年 

９/１４(金)

必着 

 

 

◆概要◆ 

市内のホステル(簡易宿泊所)と就労移行支援事業所の連携による，実習とアルバイ

トを組み合わせた働き方の取組事例，名古屋大学学生相談室の就労困難な学生に働

くとはどういうことかを指導するため，学内に働く場を創り，学生から社会人への

意識の切り替えを試みる取組，ＡＩ/ＩｏＴ(※)ツールを使用した重度障害のある方

のリモートワーク(在宅就労)など，新しいスタイルの就労支援事例を紹介します。 

将来的な人手不足に備え，企業や大学，就労支援機関が一堂に会し，多様な働き

方を想定した支援，就労困難者の働く場づくりを考える機会とします。 
 

※AI（Artificial Intelligence＝人工知能） 

人間の脳で行われている作業をコンピュータが模倣して，人間の自然言語の理解や論理的な推測，経験

からの学習などをするプログラム。 

IoT（Internet of Things） 

膨大なデータを収集するための手段。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され，情報交換す

ることにより相互に制御する仕組み。集められたデータを素に，新たな価値を生み出すためのひとつの

道具。 

 

主     催  京都市保健福祉局障害保健福祉推進室  

共     催  京都障害者就業・生活支援センター，しょうがい者就業・生活支援センター はあとふるアイリス 

 

平成 30 年度京都市障害者就労支援セミナー 参加申込書 

☆いただいた個人情報は見学会以外の目的には利用しません。 

☆１企業から３名以上の参加を御希望の場合は，下記までお問い合わせください。 

氏名（1） 

氏名（2） 

氏名（3） 

企業・団体名 

所属 

電話番号                       FAX 番号 

メールアドレス（※必須） 

mailto:taqdb717@city.kyoto.lg.jp
http://www.hatarakimahyo.jp/

